
担当 畑中保健師

新
緑
若
葉
に
映
え
る
こ
の
頃
で

す
が
、
み
な
さ
ま
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
町
で
は
平
成

年
度
に

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
し
、
町
の
健
康
課
題
を
改
善
し

て
い
く
た
め
の
行
動
目
標
を
掲
げ

た

健
康
な
の
は
な

計
画

を

策
定
し
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
、
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
り
、
み
な
さ
ま
か
ら
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
り
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
結
果
の
一
部
を

お
知
ら
せ
し
、
横
浜
町
の
み
な
さ

ま
が
明
る
く
元
気
で
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
、
・
・
・

食
生
活
の
問
題

お
や
つ
や

ジ
ュ
ー
ス
、
炭
酸
飲
料
水
、

缶
コ
ー
ヒ
ー
等
の
摂
り
す

ぎ
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
な

ど
、
数
多
く
の
摂
り
す
ぎ
が

あ
り
ま
す
。

町
の
健
康
課
題

目標値の推移

項 目 計画時状況 評価時状況 目 標 値

朝食を毎日摂る人が増える 男性 ─ ．
女性 ─ ．

腹八分目にしている人が増える 男性 ． ．
女性 ． ．

週 回以上運動している人が増える 男性 ． ．
女性 ． ．

虫歯のない子どもが増える
歳 か月児 ． ．
歳児 ． ．

中学 年生 ． ． 増加

よいストレス解消法を持つ人が増える 男性 ． ．
女性 ． ．

効果的な分煙を進めている職場が増える か所
公共施設

増加学校施設
レストラン

毎日飲酒する人が減る 男性 ． ． 未満
女性 ． ． ． 未満

運
動
不
足

運
動
習
慣
が
身

に
つ
い
て
い
る
人
が
少
な
い

虫
歯
が
多
い
な
ど
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。



推
進
委
員
と
は
、
地
域
の
交
通

状
況
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
す
る

者
で
、
地
域
住
民
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
な
ど
交
通
の
安
全
と
円

滑
に
資
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う

者
と
し
て
、
道
路
交
通
法
に
基
づ

き
青
森
県
公
安
委
員
会
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
者
で
す
。

任
期

平
成

年

月

日
か
ら

平
成

年

月

日
ま
で
の

年

間
活
動
内
容

高
齢
者
等
の
通
行
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
運
動
の
推
進

他

期間
平成 年 月 日（水） 月 日（金）の 日間

運動の重点
（ ）子どもと高齢者の交通事故防止
（ ）自転車の安全利用の推進
（ ）全ての座席のシートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用の徹底
（ ）飲酒運転の根絶

県民のみなさんへのお願い！
月以降は雪解けにより自動車の速度が上がり、

また、自転車利用者が増加する等により、重大な交
通事故が増加する傾向にあります。交通ルールを守
り、交通事故を起こさない、遭わないようお願いし
ます。

ドライバーの方へ
・夕暮れ時のライト早め点灯で 見ること と 見
せること を徹底して下さい。
・全ての座席でシートベルトの着用を徹底して下さ
い。
歩行者の方へ
・道路を横断する際は必ず 右左を見て安全を確認
して下さい。また明るい服装を心がけ、反射材を
活用しましょう。
自転車を利用する方へ
・自転車は車両です。信号を守り、標識のある場所
や見通しの悪い場所では、必ず止まって安全確認
をしなければいけません。
・夜間はライトを点灯したり反射材を活用したり、
ドライバーや歩行者に対して目立つようにしま
しょう。

春の陽気となり、通勤通学、買い物等自転車を使用
しても心地よい季節となりました。本県における昨年
中の自転車が関係する交通事故は、死者が 人（前年
比 人）と微増し、負傷者にあっては、 人（前
年比 人）と昭和 年以来 年ぶりに 人を下
回った昨年より、更に、大幅に減少しました。
野辺地警察署管内を見てみますと、死者は平成 年
月以降出ておらず、負傷者についても 人（前年比
人）と減少している状況にあります。
警察では、時節自転車利用者が増加する状況を踏ま
え、今後の自転車事故抑止のために、例年 月に実施
される 自転車月間 （自転車月間推進協議会主催、
警察庁等後援） と連動を図り、全国一斉に自転車利
用者に対する交通ルール・マナーの向上のため、街頭
における指導取締りを強化します。

実施期間
月 日（日）から 月 日（火）までの ヶ月間
自転車安全利用 則の順守

（ ）自転車は、車道が原則、歩道は例外
（ ）車道は、左側を通行
（ ）歩道は、歩行者優先で、車道寄りを通行
（ ）安全ルールを守る

飲酒運転、二人乗り、並進の禁止
夜間はライトを点灯
交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
運転中の携帯電話利用の禁止
ヘッドホン等利用の禁止

（ ）子供はヘルメットを着用

自転車も車両です。交通ルール・マナーを遵守し、
交通事故に遭わないように注意しましょう。

中 岫 良 次伊 藤 悌 二



採用予定人員、受験資格等は次のとおりです。
受 付 期 間 月 日（月） 月 日（金）
第一次試験 月 日（日）
試 験 場 所 青森市

なお、警察官 （男性）のみ、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈川県及
び静岡県の警察官を志望する人も同時に受験することができます。（受
験資格は志望する都県によって異なるので、それぞれの都県に問い合
わせてください。）
また、受験資格等は変更になることがありますので、詳細については、
それぞれの試験案内で確認してください。
お問合せ
青森県警察本部警務課人事係

（内 ）
または県内各警察署

婚姻、出生に関しては、特にお申し出が

ない限り広報への掲載はいたしません。

おくやみ欄について掲載して欲しくない方

は、税務町民課窓口に届出の際にお申し

出ください。

橋脇 秀雄（ 歳）橋脇文江の夫（百目木）

北舘 はる（ 歳）北舘貞子の母（舘 町）

中林 永一（ 歳）中林タミ子の夫（緑 町）

武田太喜二（ 歳）武田たつの夫（向 沢）

秋田 良吉（ 歳）秋田玲子の夫（有 畑）

鳥山 長志（ 歳）鳥山ツカの夫（塚名平）

森川 稀
き

葵
き

（女 ）布 章（鶏 沢）

中山 康
こう

太
た

（男 ）和 茂（大豆田）

成田 悠
ゆう

都
と

（男 ）亮 一（有 畑）

濱谷 來
らい

和
と

（男 ）浩 二（桧 木）

毎月 日は 県民交通安全の日 ・ 日は 高齢者交通安全の日

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故
次の方から善意をいただきました。
ありがとうございました。

横浜町社会福祉協議会

．横浜町歌謡愛好会 ， 円
（寄付金として）
．横浜小学校太鼓クラブ
一番星キッズ
， 円

（寄付金として）

試験種別
採用予定
人 数

受 験 資 格

警察官 （男性） 未定 昭和 年 月 日以降に生まれた者で、学

校教育法による大学（短期大学を除く。）を

卒業した者又は平成 年 月 日までに大

学を卒業する見込みの者。警察官 （女性） 未定

濱 谷 勝（桧 木）
田 原 真知子（十和田市）
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